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12 月 9日には山陽女学園の皆さん、12 月 16日に

は宮島工業高等学校の皆さんのご協力をいただき、

宮島口桟橋前で街頭募金を実施しました。  

寒い中、元気な呼びかけと笑顔で募金活動を行ない

ました。寄せられた募金は、大野地域の福祉事業に活

用させていただきます。  

地域の未来を支える温かいお気持ちに心より感謝申

し上げます。ありがとうございました。  

 

成年後見、財産・土地の相続、遺言証書作

成の方法などを知りたい人、または自己破

産など債務にお困りの人など、法律全般に

関する相談を、無料で司法書士に相談でき

ます。 

※予約が必要です！ 

【日にち】２月１０日（火） 

【時 間】１３時～１６時 

【ところ】大野支所３階 相談室 

【申込み】TEL ５５―３２９４ 

★相談時間は、お一人様３０分です。 

無料司法書士相談 

ご寄付をいただきました 
ご寄付は大野地域の福祉事業に活用させていただきます。 

ありがとうございました。（11 月１１日～1 月１０日受付分) 

【一般寄付】 

匿名 （障がい児の手助けのために）  ２ 件 

匿名 （地域福祉のために）    ２ 件 

 

ふ
れ
あ
い

「
相
談
員
」が
生
活
上
の
悩
み
事
や
困
り
ご

と
・介
護
の
悩
み
等
を
お
聞
き
し
、
相
談
に
乗

る
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
相
談
機
関
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。 
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配
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と
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２
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１９
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２６
日
の
み(

大
野
東
市
民
セ
ン
タ
ー)  

※
大
野
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
相
談

は
あ
り
ま
せ
ん
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 

認
知
症
介
護
相
談 

(

第
４
火
曜
日) 

２
月
２４
日  

・ 

３
月
２４
日 

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。  

大
野
支
所
３
階 

13
時
～
16
時 

℡ 

-

３
２
９
４ 

宮島口桟橋前で街頭募金 

山陽女学園 

宮島工業高等学校 

伝言ゲーム①  後ろから目も合わせず一人に対して伝言。 

       話す人も聞く人も表情がかため・・・ 
伝言ゲーム②  目を見てみんなで地域の困りごとを共有すると、内容が正しく伝わり 

安心してみんなでそれは大変と共有できることを再認識！！ 

令和 7年度第 2回大野地域福祉推進委員会開催  

 

大野地域福祉推進委員会が主催する研究協議会。 

今年で 45 回目を数えます。大野地域の福祉関係者を対象

とした講演会を開催します。 

【日 時】 ３月７日(土) 10 時～12 時 

【場 所】 まるくる大野  3 階１・２・３研修室 

もみじケア㈱代表 吉村隆裕さん 

今
回
の
委
員
会
を
通
じ
て
、
地
域
と
し

て
の
課
題
や
行
動
を
改
め
て
見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
気
づ
き
と
専
門

職
の
力
を
合
わ
せ
、
課
題
を
共
有
し
な
が

ら
解
決
す
る
こ
と
が
、
誰
も
が
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
の
鍵
で
す
。
今
後
も
さ
さ

え
あ
う
仕
組
み
を
強
化
し
、
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

12
月
12
日
、
第
2
回
大
野
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
の
委
員
会
で
は
、
も
み
じ
ケ
ア
㈱
代
表
の
吉
村
隆
裕
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

区
の
福
祉
部
会
や
民
生
委
員
、
福
祉
関
係
者
、
行
政
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
「
地
域
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
福
祉
の
あ
り
方
や
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
幅
広
い
視
点
か
ら
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
非
常
に
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

吉
村
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
「
カ
イ
ゴ
オ
ー
ル
（
介
護
＝K

A
IG
O

＋
最

期
ま
で
＝G

O
A
L

＋
み
ん
な
で
＝A

L
L

）
」
と
い
う
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
考
え
方
は
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
し
な
が
ら
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
単
な

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
で
さ
さ
え
あ
う
仕
組
み
を

構
築
す
る
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

講
座
で
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
る
際
に
、
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
近
隣
住
民
、
民
生
委
員
な
ど
に
よ

る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
多
層
的
な
支
援
が
あ
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
生
活
の
質
が
向
上
し
、

地
域
全
体
の
つ
な
が
り
も
深
ま
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で
伝
言
ゲ
ー
ム
を
行
い
、「
相
手
の
目
を
見
て

丁
寧
に
伝
え
る
」「
周
囲
を
巻
き
込
み
な
が
ら
言
葉
を
つ
な
ぐ
」
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
を
体
験
的
に
学
び
ま
し
た
。
単
な
る
遊
び
で
は
な
く
、
地

域
福
祉
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
『
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
』
を
築
く
た
め
の
基
本

を
再
確
認
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 


